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スポーツトレーニング教育研究センター沿革

表紙写真：スポーツパフォーマンスセンターを活用して、子どもが鬼ごっこをしている時の運動強
度や運動量を調べる研究。（p.39参照）

平成５年（1993）
　７月１日　文部省から平成５年度大学改革等調査

経費として「少年期からの発達段階に
応じた科学的なトレーニングと効果的
な指導体制の在り方に関する調査」が
示達される

平成６年（1994）
　４月１日　スポーツトレーニング教育研究センター

の設置準備特別委員会が発足
　５月20日　スポーツトレーニング教育研究センター

が設置される．センター長事務取扱に
河野眞副学長が就任

　10月１日　西薗秀嗣助教授が体力科学講座から学
内移動

平成７年（1995）
　３月１日　金高宏文講師がコーチ学講座から学内

移動
　４月１日　初代センター長に會田勝教授が就任，

特別研修員：西村信一教諭，研究協力
校として鹿児島南高等学校・鹿屋高等
学校・谷山中学校・第一鹿屋中学校・
横川中学校を指定

平成９年（1997）
　３月28日　スポーツトレーニング教育研究センター

棟が竣工
　４月１日　第２代センター長に平田文夫教授が就

任，特別研修員：池畑辰也教諭，特別
研究員：陳杰上海体育学院教授

　５月８日　スポーツトレーニング教育研究センター
棟が竣工し記念式典を挙行

平成10年（1998）
　４月１日　第３代センター長に大平充宣教授が就

任，山本正嘉助教授が着任，特別研修
員：佃省三教諭，研究協力校として鹿
児島南高校・樋脇高校・南大隅高校，
谷山中学校・桜島中学校・横川中学校
を指定

平成11年（1999）
　４月１日　特別研修員：西園和昭教諭
　５月18日　トレーニング環境シミュレータの竣工

式

平成12年（2000）
　３月19，　第12回トレーニング科学研究会を開催
　　　20日
　４月１日　特別研修員：石田尾行徳教諭

平成13年（2001）
　４月１日　第４代センター長に西薗秀嗣教授が就任，

研究協力校として鹿児島南高校・南大隅
高校・谷山中学校・花岡中学校・鶴羽小
学校を指定

平成16年（2004）
　４月１日　加賀谷善教講師が着任，研究協力校とし

て鹿児島南高校・南大隅高校・花岡中学
校・鹿屋東中学校・鶴羽小学校を指定

平成18年（2006）
　８月１日　第５代センター長に山本正嘉教授が就任

平成19年（2007）
　４月１日　研究協力校として鹿児島南高校・南大隅

高校・大隅中学校・花岡中学校・鶴羽小
学校を指定

平成20年（2008）
　４月１日　藤田英二講師が着任

平成22年（2010）
　４月１日　高井洋平助教が着任，研究協力校として

鹿児島南高校・南大隅高校・帖佐中学
校・大隅中学校・鶴羽小学校を指定

平成23年（2011）
　４月１日　教員組織の改組により，これまでのセン

ター所属教員はスポーツ生命科学系に所
属することとなり，その上で山本がセン
ター長，西薗，藤田，高井がセンター兼
務担当教員となる

平成25年（2013）
　４月１日　研究協力校として鹿児島南高校・南大隅

高校・帖佐中学校・花岡学園（花岡中学
校・花岡小学校）を指定

平成28年（2016）
　４月１日　研究協力校として鹿児島南高校・南大隅

高校・重富中学校・吾平中学校・花岡小
学校を指定

現在（平成28年度）の体制
　　　　　　山本教授（センター長），藤田准教授，

高井准教授がセンター兼務担当教員とし
て業務を行う

編　集　後　記

　「科学」といえば、対象とする現象を客観的に扱うもの、と考えるのが普通です。トレーニング科学

の分野でも、これまではできるだけ主観を排除し、客観的に扱える現象だけを選んで研究が行われてき

ました。

　しかし、身体運動によって成り立つスポーツの現場で、常時用いられているのは主観です。選手も指

導者も自分の主観に頼って判断することが多く、両者のコミュニケーションもまた主観的な言語で交わ

されることが大部分です。

　このようなスポーツの特殊性を考えると、客観的に扱える部分だけを切り取って調べるだけでは、十

分な成果を得ることはできないでしょう。今後はむしろ、選手、コーチ、トレーナーなどの主観を、積

極的に扱っていくことが重要だと思います。冒頭に掲載したバスケットボール選手の競技力評価に関す

る研究は、そのような試みの一つです。

　トレセンでは、アスリートドック（人間ドックのアスリート版）というプロジェクトを続けてきまし

た。様々な種目を対象に、従来からの視点だけに捕らわれずに選手の現状を評価し、有益なフィード

バックをしようと努めています。今後とも各位のご支援をお願いいたします。

　（山本正嘉　記）
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